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Abstract
Fast break has become a very important and popular strategy for most top basketball coun‑
tries during the past few years. On the 29th Beijing Olympic Games, the average score of
American dream team is 106.3 and 22% of them comes from fast break, the average score
of fast break is 23. Such a high level of score and such a high percentage of fast break strat‑













































































































































































































































































































































中　国 61 10 9 2 7 90 1 10
ヨルダン 61 14 12 4 8 86 2 14
韓　国 57 13 11 2 9 85 2 25
日　本 36 9 7 2 5 78 2 22
フィリピン 62 17 17 6 11 100 0 0
イラン 76 8 5 0 5 63 3 37
が整っていないことなどにより起こしたも
のである。速攻の中で、パスやキャッチのミ
スを導いたのは、選手のパスの技術、パスの
タイミング、キャッチの技術及びチームワ
ークなどの要素である。中国のバスケット
選手は速攻を発動させる意識が強くあり、
そのために焦りを招いてミスプレーとなる
ケースがあった。同様に心理的原因により、
激しいディフェンスに対峙された局面にお
いては、ミスが出やすいことがみられた
中国チームのミスプレー発生位置
アジアチャンピオンシップで中国の 9試
合の中で、ミドルレーンとサイドレーンの
ミスの發生位置。
結論・まとめ
本研究では「バスケットボールの速攻に
おける有利性の検証並びにミスプレーの構
造分析」で進めてきた。
速攻の成功率は試合の主導権を得るため
に重要な戦術であり、逆にミスプレーは自
チームの主導権を損い、相手に主導権を与
えてしまうことが検証の中からも明らかに
なった。ミスをすることで、試合に敗北し、
成功率を高めていくことを試合を制するこ
とができるということが推測される。
これは、佐藤久夫氏や稲垣安二の理論か
らも述べられている。
そこから、ミスの構造を分析した。
構造分析
先の図を合わせて、ミスの發生位置を明
晰的にする。
中国チームのミスの中で、ミドルプレー
及びミドルラインでのミスが一番集中して
いたことが明らかになった。特にレフトサ
イドレーンのミスが一番多いことをわかっ
た。
ミスが発生するエリアはミドルプレーの
ミドルレーンが最も多く、特にオーバーハ
ンドパスとキャッチが多いことが明らかに
なった。ミドルエリアはディフェンスの密
集地帯であるということも一つの原因であ
ることも確かである。
以上の検証並びに構造分析により本研究
では触れてはないが、速攻の主導権を握り、
なおかつミスプレーの数を少なくし試合を
制することを可能にさせるために、ドリル
や実践の中から速攻のミスプレーが起こる
理論や、速攻理論それに伴う技術や予測を
高めることができるようなプログラムを構
築していく必要がある。
また、バスケットボール競技において、比
安ほか
6
較的頻繁に生じる出来事だけではなく、
様々なシチュエーションを予測するという
心構えをさせる習慣化や知的スピードを育
成させることが大切なことなのではないか
と考える。
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